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information

清須市観光協会
052-400-2911
清須市須ケ口1238

【清須市ガイドボランティアの会】
　 052-400-2911
（清須市役所産業課内 清須市観光協会）
※要予約・無料（随時コースは有料）

問

所

稲沢市観光協会
0587-22-1414
稲沢市朝府町15-12
稲沢市産業会館内

【稲沢市観光協会観光ボランティア】
　 0587-22-1414
（稲沢市観光協会事務局内）
※要予約・無料
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東
、中
、西
に
問
屋
場
が
置
か
れ

て
い
た
稲
葉
宿
。中
問
屋
場
を
務

め
た
伊
東
家
の
前
に
は
現
在
石
碑

が
あ
り
、格
子
の
立
派
な
町
家
造

り
が
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。三
代

将
軍
徳
川
家
光
が
上
洛
し
た
際
に

宿
と
し
た
禅
源
寺
や
、街
道
沿
い

に
鳥
居
が
あ
る
中
嶋
宮
を
経
て
立

場
茶
屋
の
あ
っ
た
高
木
へ
。茶
屋
で

一
服
す
る
人
々
の
賑
わ
い
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、国
道
1
5
5
号
を

越
え
て
萩
原
宿
へ
向
か
う
。
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町
ら
し
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信
長
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面
影
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感
じ
る
コ
ー
ス

清須市・稲沢市
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と
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詰
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の
東
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路
の
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い
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information

稲沢市観光協会
0587-22-1414
稲沢市朝府町15-12 
稲沢市産業会館内

一宮市観光協会
0586-28-9131
一宮市本町2-5-6
一宮市役所内

 

【稲沢市観光協会観光ボランティア】
　 0587-22-1414
   （稲沢市観光協会事務局内）
※要予約・無料

【尾張一宮観光ガイドボランティア】
　 090-1478-9192
※要予約・無料
実費（交通費・資料代等）負担　
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10：00～16：00（入館は15:30まで）
無料　　月曜日、祝日の翌平日（月曜日、祝日の
翌平日が休日の場合は近日の開館日）、
年末年始（12/29～1/3）
〒452-0045 清須市西枇杷島町西六軒20
なし　　清須市教育委員会生涯学習課
052-400-2911（代表）

市場の様子や問屋の暮らしを今に伝える 西枇杷島問屋記念館

街道資料館を
たずねる
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所

　

JR
清
洲
駅
の
東
側
か
ら
街
道

を
歩
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と
、三
差
路
や
見
通
し

の
悪
い
曲
が
り
角
な
ど
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下

町
ら
し
い
道
が
残
る
。長
光
寺

前
に
あ
る
四
ツ
家
追
分
の
道

標
な
ど
、街
道
の
旧
跡
も
見
逃

せ
な
い
。ま
た
織
田
信
雄
が

父
・
信
長
の
菩
提
寺
と
し
て
建

て
た
総
見
院
や
、信
長
が
愛
飲

し
た
井
戸
水
が
湧
い
て
い
た

「
臥
松
水
」の
あ
る
長
光
寺
な

ど
信
長
ゆ
か
り
の
地
も
多
く
、

歴
史
の
鼓
動
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
コ
ー
ス
だ
。

が  

し
ょ
う 

す
い

高さ3.6mの宝塔。寺の北に刑場があっ
たことから罪人を弔うために建立。

平成元年（1989）に建設された模擬
天守。館内は歴史資料館。

新川橋西詰にあるポケットパークには街道
の道標や新川開削の碑などがある。

寺の前の角に高札が立ち、「札ノ辻」と呼ばれていた。

美濃路最大の建坪を誇ったが、地震や火災で正門だ
けが残る。

長光寺付近の町並み

稲葉宿問屋場跡

新川の屋根神様

美濃路と岐阜街道の分岐点
を示す。

豊臣秀吉の五奉行の一人であった
長束正家の屋敷があった地。 南北朝時代の寄木造による秘蔵・虚空蔵菩薩坐像を安置する。

元は、織田信雄が父・信長の菩提寺として建立。清須越で移転した後、
新たに建立された。　長光寺のシンボル六角堂。六角形をした珍しい形の地蔵堂。　

農商業守護、厄除けの神として信仰される
「尾張大國霊神社（国府宮）」の一の鳥居。

美濃路稲葉宿本陣跡ひろばの門前には稲葉宿
本陣跡の石碑が立つ。

三代将軍徳川家光が旅宿にしたほか、朝鮮通信使や
琉球使節とも関係が深い。

街道沿いにある中嶋宮の鳥居。社殿は離れて
建ち、隣接して長隆寺がある。　

3つの問屋場の内、中問屋場を務めてい
た伊東氏邸前。

正瑞寺の前には高札場が置かれていた。　

南へ続く津島道を示す
道標。「右つしま道三里」
と刻まれた石の円柱。

萩原宿は上町と下町に問
屋場が置かれていた。上問
屋跡に石碑が建っている。

山田九左衛門家を移築した「問屋記念館」。問屋の
暮らしを学ぶことができる。

町家を改修した休憩所「飴茶庵」。駄菓
子の販売やギャラリーがある。

西枇杷島問屋記念館（旧山田邸）

飴茶庵

清涼寺・札の辻

清須宿本陣跡

総見院長光寺

国府宮一ノ鳥居

稲葉宿問屋場跡津島道道標

亀翁寺四ツ家追分跡
（石碑）

長束正家邸跡（石碑）
美濃路稲葉宿本陣跡ひろば禅源寺中嶋宮・鳥居萩原宿問屋

場跡（石碑）

正瑞寺

清洲城・清須古城跡

大宝塔（瑞正寺）

新川橋橋詰
ポケットパーク




